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欧米の宇宙科学技術の現状（その2）

τ睡

木 昇

（2）　Goddard　Space　Flight　Center

　この研究所はワシントンから東北10曜1ばか嘱皇れた

Greenbelt，　Md．にあり，原始林を開いた所に建設中であ

る．現在，Space　Projects　Building，　Research　Prejects

Laberatory，　Central　Flight　Control　and　Range　Operat一

量ons　Bu量1d｛ng，　Fabricatien　and　Environmental　Test

Laboratory　カ：｛ま1まLi亮口父，　Instrument　Construction　and

Installation　Laboratory　と　Space　Science　Laboratoryが

建設中である．所員は1600人で，大きな研究所である

が，時問の都合上，午前中しか訪問できず，主な所を素

通りした感じである．

　主な面会者：

　Dr．　HarrドJ．　Gaett，　Directer

　Dr、　John　C、　Lindsay，　Ass㏄late　Chief，　Space　Science

　　　Division

　Mr．　Hareld　J．　Peake，　HeaCl．　Flight　RF　Systems

Mr．　john　W．　Toss’nsend，　Assistant　Director，　Spaee

　　　Science　and　Satellite　ApPlications

　Mr．　FrieCllich　O．　Vonbum，　Censultant，　Tracking

　　　Systems　Division

　この研究所の任務は一一応観測ロケットなり人工衛星の

構想から始めて最後の段階まで見ることにたっている．

すなわち

　（1）どのような目的，種類の実験を行な5かを立案す

る．（2）実験に必要な計測機器を用意する．〔3＞実験に

用うべきロケットを準備する．（4）かくしてロケットま

たは人工衛星の打ち上げを行なラ．（5）これのトラッキ

ングを行ない，所要のデータを集める．（6）集められた

データを科学技術者が使えるように解析する．

　（1，から（6）を全部この研究所が担．当する場合もあ

り，またはあるものは他所で担当し，とりまとめのみこ

こで行なう場合もある．

　研究所の粗織を要約すると，次の6部から成ってい
る。

　（1）　Theo：etieal　Division

　（2）　Space　Science　Division

　　（a．）Sol訂，　｛b）Astronornyr　（c）Ionosphere，

　　（d）Atomosphere，　（e＞Instrumentation　of　Seund－

　　ing　Roeket，（f）Particle　and　Fieldsの6つのgroup

　　がある．

　（3）　Payload　DiviSion

　　（a）Flight　Data，　（b）Radio　Frequency，

　　（c〕Mechanical　and　Thermal　lntegration

　（4）　Satellit｛∋ApPlications　Division

　（5）　Tracking　and　Data　S｝・5tems　Division

　　（a）MinitTack，　cb）Mercury　Netw。rk，

　　（c）Orbital　Computatien，　（のData　Proces　g．　ing

　（6）　Environmental　Test　Division

等がある、

　（21のSpace　Science　Divisionの中は6つの毛｝専門に

分れて研究しているが，（全体で1⑪O　・－150ノい，これと

（1）のi理瞼部「ll」と1ま密接につながって仕・tllf”’仕上げてゆ

く．もちろんこれだけの人数でNASAの上げる科学計

測器を作っているのではなくて，外部の大学，研究所の

作ったものが直接iに，またはこの研究所を通して縦せら

れるものも多い．この部門の人にはNASA以前に軍の

研究駈にいた科学者がここに渠ったもののようである．

　131のPayload部i±（2）で考えたもの，或いは外部

から来た実験計画をまとめてロケットまたは．人工衛Si！に

載せられる実際の機器を作り1二げる所である．　二こと

（4）は共同してf］：肇を行なりている．例えばVanguard

のPayload（米国ではノ、工衛ll｝の球の部分，すなわち毬

1｛の観測器．テレメーク送信機，電源その他をまとめて

Payloadと称している，日本の観測ロケ’yトでもノーズ

コーンに収めてあるこれ等の機器をまとめて，同襟に

Payload　と称し・ている．）　新しい磁力1汁をのせるP－14t

英国と共同で電離師の研究をするS－51などのPayioad

は本研究所でまとめ上げる．

　しかし実験のi静模が大きくなると適当な民間会社に依

託してまとめ⊥げる場合もある．例えば1‘て象衛生Tiro曝，

Nim　bu　9．などはRCAに，天文観測機器のまとめは，ク

ラマンに依頼Lてある．

　次に．人工衛現，観測ロケソトを打ち上げてからの丁「’

n・　ckingとデータの同収tt“（5．1の部が行なう、

　まず（a　L）のMinitraekとは，策西とhjjtに2封のア

ンテナ列を配置し，ノ、工衛星が出す1巳波を干渉計の卿華

を使ゲ〔その軌道を求めるもの・C・　hる．二の局を米邸

北米から粥米にわたoて12局設i置し，東西方向に飛ゴ

人工衛星をこれ等の局で捕えて軌道を求めるものであ

る．将来は極軟道の人工衛星も増してくるので，Minit－

，ack局を赤道に沿って配置す翻i価も進んでいる．世
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界各地でMinitrackで得たデークは直ちにこの研究所に

継その他で送られ（・），④の所で軌道計算が行なわ

2tる．またアレメータのデータは解析して科学者が佃三え

る形に直す．

　科学衛星の場合には以上の操作を必ずしも迅速に行な

ラ必要はない・しかしMercury計画のように人間を飛

ばす場合には，瞬時にすべてのデークが解析されること

が望まれ，そのために（b）が別に編成されている．人閻

街星の軌道に沿って世界中に14局のレーダ，テレメー

タ局が配置され，衛星の時々刻々のデータが無線でこの

研究所に送られてくる．これを直に計算七ンター（工BM

の7090が3台備えてある）で解桁し，1軌道の情報を次

々の局に送り，或いはケープカナベラルの司令室にも一

切の楕報を送るものである．Mercury計画については

後にも触れるが，この研究所における無線送受信設備，

計算機センクーのぼう大なことには感銘を奨けた．

われおれは短時開の中に以上の諸施設を見学した．ま

た，Payload部で英国が米困のScoutで打’ち上｛ずてもら

うPay】oadを見ることができた．3個同じものを作り，

1俺は試験用，　1個ぱ本番用，他は予備にあてるとのこ

と．英国から毎月のように関係表が来て，打ち合せをし

ながら進める由で，国際協力で仕事をするときには，準

｛糊間中何回か連轄のために庄復せねばたらぬことはあ

らかじめ党悟しておかなければならなし・．

　観測ロケットの所ではAerol〕eeの姿勢制御を試みて

いた・これからの’硬測にはノv工衛星はもちろん，観測ロ

ケ汁でも姿勢制卸の必要な項目が出てきており，わが

嗣でも罵発しようと考えていた所でt大変参考になっ
t：．

〔3　　jet　Propu1sion　Laboratory（JPL）

JPLばLos　Angelesの郷外，　Pasadenaにあり，　Ca1’

if。rnia　lnstitute　of　Technology（Caltεch私立）の付属

ロアぜ　　　　

窄置射として20年以上の歴史がある．現在所員は2500

ん1／3が科学技術者である大研究所である．われわれ

ltここでユBを費して見学をした．

主な画会者」

　Dr・W．　H．　Pickering，　Director

　Dr・E．　Rechtin，　Director、　Deep　Space　Instrumentat・

　　　10n　Facility

Mr．　J．　D－B・rk・，　Di・ect。r　R・・ger　P・。j，，t

　Dr・A．　R、　Hibbs，　Chief，　Divislon　of　Space　Seience

D・M・rd・N・・g・b・u・r，　D・。P・Sp。，。1。、亡＿。。t。ti。。

　　　Facilitv

－M・“7．　H．B・y1・y，　DeP。ty　Chi。f，　T。1，c。mmvni、、t．

　　　ユo員Divisjon

14．I　JPLとCaltechとNASAの関孫
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　JPLは20年前からもっぱら，陸軍の依託研究を遂行

し・例えば航空機の離陸を助ける鋪助ロケ’7卜JATO，

誘導弾C。・p。・al，　S・・g・・tを最初に作った．また，宇宙

科学の面では米剛粥の入工衛星Expl・…1を上げる

ことに成功，月ロケットとしてはPioneer　III，　IVを上

げている・1959年3月から陸軍からNASAの管轄下

に移され，主研究目標は月ならびに惑星計画を遂行す

ることになった．

　JPLの組織の中，管理，事務などを除いて，興味あ

る所を抜き出すと次のようになる，所長の下に8つの科

学技術部門がある．

　（1）　Systems　Division

　　（a）Program　SupPort，　（b）Systems　Analysis，

　　（c）Systems　Design，　（のSystems　Test　and　Op一

　　　　の　　eratlon

　（2）　Space　Sciences　Divisien

　　　（a）Research　Analysis，’（b）Space　Instruments，

　　　（c）Experimenta1　Space　Science

　（3）　Telecomrnunicatiens　Division

　　（a）Cemmunications　Systems　Research，　（b）Co・

　　rnmunications　Engineering　and　Operatiens，　（c）

　　Communications　Elements　Research，　（d）Comm－

　　unications　Systems　Development

　C4）　Guidance　and　Control　Divisien

　　（a）Flight　Computers　and　Sequences，　（b）Space－

　　craft　Secondary　Power，　（c）Guidanc巳and　Centrol

　　Analysis　and　Integ・ati。n，（d）Spacecraft　C。ntr。1，

　　（e）Guidance　and　Contro】Research

　〔5）Enginee血g　Mechanics　Divi3ion

　　（a）Material　Research，（b）Spacecraft　Develop皿一

　　ent，　（c）】⊇rofess三〇na！Sen・ices，　　（d）　Engineering

　　Research，　（e）Spacecraft　Design，　（f）Design

　（6）　Phvsical　Sciences　Division

　　（a）Chemistry，（b）Gas　Dynamics，　（c）Physics

　（7：l　Engineering　Facilities　D三vision

　　（a）・lnstrumentatien，　（b）ApPlied　Mathematics，

　　（c｝VNind　Tunnels　and　Environmental　Faci1ities

　‘3）　Propulslon　Division

　　｛a）Solid　Propellant　Engineering，　（b）Pelymer

　　Res巳aroh，　　（c）　Propu15ion　Research，　　（d）Liquid

　　Propulsion，（e）Advanced　Propuls三〇n　Engineering

　．止の8つの部門と並列にjPLの使命であるLunar

P「09ram（この下にRanger　projecl，　Surve｝，or　project）

とPlanetary　Programの2周があり，さらにDeep　SP

ace　Instrumentation　Facilityがある．　8つの部門を研

究所の鞭糸にたとえると，上の2局は横糸に該当し，所

内を有機的に運営しているようである．

　所長W．H．　Pickering氏と　Lunar　Programの次長
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J．D．　Burke氏の請を以下に要糸勺する・

　JPLはCaltechに属して：挿るのでNASAとの契約｛：ヒ

caltechとの問で行なうが，具体的な仕富の打合せは

JPLとNASAと行なう．研究者の採用は．1　PLに委さ

れていてiil由に行なえる、　CaltechとJPLの閏の人：ド

の交流は現在の所余りない．外国入研先蓄の留学はNA

SAの管理に移ってから自由になった．

　研究課題はJPLで大体は立案し，　NASAの承認を

求める．例えば月計画R・ng・・を例1ことるとJPLの

Burke氏が全休計画の資任噺で，次斐のような紐織にな

っている．

LAUNCH
（AMR）

MSFC
　JPL
　AF

NASA

PROJEC丁

MANAGER
（JPL　Burk已氏）

BOOSTER　ROCKET
　　（MSFC）

　　CONVAIR

　LOCKHEED
　　　AF

SPACECRAFT
　（JPL）

JPL－NASA　F

　　DSIF

　発射はAMR（ケープカナベラル）が資任を持ち，こ

れにMSFC（ハンツピル），　JPL，空軍等が協力する・

qケットはMSFCの貴任で，これに会社が協力する・

SpacecraftはJPLの貴任で，　これにのせる科学機器は

NASAと連絡を十分にとるし，　トラッキング，　テレメ

ータtt　DSIF（JPL内）が協力する．

　次に研究計画をたてるに当たって科学港がどのように

して協力してゆくかを示すと，

　NASA　NASA　JPL　NAS　大学　産業界　AEC
　本郡　　　踏撒関

上の分類の機関にそれぞれ連絡してJPLに集ってくる・

まずJPLではSpacecraftの｛1）基本設計，12）発射

までの時問割，（3）予算をまとめてNASA本部と相談

し，本部ではこれが国の仕事として適当であるか否かを

判定し，予算の裏付けをす胤　これに並行してNAS

｛NatiDnal　Academy　ef　Science）のSSB｛Space　Science

Board｝（NASA本部の項参照）から，月を研究する最

も重要な課題は例えば地質調査よりも地震を調べること

であるなどと科学者が発表を行なう．

　…方大学等における学者は全く自曲な症場でこの方

雨のことに関心を持っている人が自発的に特定の問題に

ついて連絡してくることもある．　また，NASAの各研

究所から月の概究に対して行なって欲しい硬究の拠案も

ある．さらにAECも月計睡に対し甲こ関心を持ち，提案

する二ともある．

　以上の各種提案がNASAにもJPLにも来るが，　二

れをJPLで整理して観測項目のUストを作り，与えら

れた搭載量の中で取拙選択し，その結果をNASAの
Space　Science　Steering　Committe’ご審議し「〔」使革冬｝iミ定

をする．この委目会には学識経験者も加わっているの

工58

生　　産　　研　　究

で，蚊術的にも最終検甜力…行なわれるし，また予鱗の喪

付け・も行なわれる．

　それから樋器の発油となる．提案者が大学のときには

大学自体で機器を作っ一⊂持ち込むときもあり・大学から

会社に依頼して作るときもある．JPLの場台でも，自体

で作るときも外注するときもあり，場合場合によってま

ちま・bであるが，JPLが最後のとりまとめをする・

研究の成果をあげるには亮1’麟がよくできていることも

必要であるが，さらに科学者同志が和合して協力するこ

とが大切である．また科学着同志が接触を保つ上にも旅

費を＋分に・与える必要がある・大学の場合にe－X9。％ま

でが政府によって与えられる旅費である．NASAから

の研究費には旅費が含・まれているし，NASAのSSSC

に出席するための旅費はNASAがもちろん出す・特定

の会合に大学から1正1てもらいたいときには委員にするな

り，コンサルタントにすれば容易に旅費を出すことがで

き』る．

　JPL　は　Caitech　の｛寸風研i究所として以上のような運

営がなされておるが，このような方式は米国の特色で

あり，他にも例がある．原子力関係ではシカゴ大学の

Argonne　Lal〕oratory，　カリホFレニア大学の　Liverrnore

L，b。，at。・ytまた電子コニ学ではMITのLi・・。1・L・b。r－

at。ryたどはjPLと並ん一ex．）一名である・

（5）月および惑星計画概要

　月の10年計画を第1装…に示す．1961年にはAtlas’

Agena　Bロケットを使って2機おデる・　二れt±月の近

　　　　　　　弟1衰　　LUNAR　PROGRAM
　　　　　T　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6〒　1　es　l　fig　・70

　SPACECRAFT　　　、　り
DEVELOPMEN丁　　1　－　　　i
　　RANGER　i、、：

α睡…里陣5回
　　　　　　　　，　　　コ

　1　』
　　　　　　ち

1，1、…

1』Ill　j　　ll

l・：
｝　rI

　l

　E2

2、2｛3

　＿一一
傍を通りすぎるもので，Ranger　l，2と名付ける・1962

年にtil月に着陸させるもので3機あげるが・これは，

R。。g，，．3，4，・5という（R・nge・緬峨念ながら漁

共に失敗した1．

1963年から65年にわたっ・〔C・・t・u・が使えるよ，

にt：るので，月に計測器を飾巻睦させるし，月の近くで

顎翫る．ま朋の廻睦まわうて・鎮を撮り，搬

もする．二れをSurveyorと称する．

　1966年以降にはSaturn　が使用できるようになるの

で，肋畑iを動k．tgが醐デiできる小さい繭鯉の

せる二とが可能であろう．

　惑星への10年計画を第2まに示す．金星に薄しては

1962年に2機重964年，師年と計両があろ・乎星に



第】5巻窒li’‘7Sx…i’

　　　　第2i疑　PLANET　AVAILABILITY「．

QUARTERY　LAUNCH　AND　ENCOUNTE　DATES
1腎砧 」「．」b｝

匙’

濶P 19hう 1％ヒ診 10r」7 1｛」酷 上‘山1’ IIηo 脾7聖

囎訓5．，・……
．，」1

．　1　・　・　．

●．．．． ＿．曝，
，　も　　．　．　」

．．「’．』 騨＿． ，．貝

騨‘¢u，｛丁鑑1｛… ，．．且
．　　．　　F　，　督
＿覧1

｝　も　　凸　　．　’

圏．，『．¶ 『，．．電
」　．　．　’　唱　，

引圏』．，
．　「　」　騨　， ，　か

1．1八R5．……・・ ・　，　．　．　． ．　　「　・　　，　・

．．．．零

．　「　　‘　1　　．　　． 「　1　　．　　． 唱　」　イ　引　」　」 ，　■　脚　印　■
膠　　．　「　　．　・ ■　　．　凸　イ　　， 」

£丼｛：OUHT置；R，
．　　，　　F　7　　．　も 凸　1　　■　　■　■　　，

．．，．．冒

，　．　．　」　L

．」，』．
．　　．　．　　，　・

』．，f．
一　・　■　　幽　　■　， ＿景

，高隅‘U酬．・…
，　　▼　　．　．　　．　幽 」　9　．　「　引 」　・　・　■　● 1　」　L　i　騨 「　　．　．　　，　・　　・

．唖

Eド‘oり貫τ』R

「

川PI丁呂R．．H．． ．　伽　か　」　．　． ．　．　　レ　・　　・　　． ，　←　　’　　，　幽 ■　．　　．　．　　「 1　・　．　．　「　， ・　■　，　，　■ 帽　．　噛　■　L　■ ・　・　　膠　　レ　　b　．

、「．

二甑o”質丁£n

鰐しては地球に近くなる時期をえらぶべきで，火星に対

して｛ま1年躍きに機会がある．1963年に試験を行ない，

1964年から火星ロケットを飛ばし，Saturnができれば

着陸も考えている．水星，木星は1968年以降になる．

〔金星ロケットは幸い成功した）．
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（1）Ranger　I，　z号機

以上の速度のものは通常のCdS．の光邸定体，ガイガー

管を用いる・また新たにAu－Si半導体を使1甜するが，

これは正イオンにのみ感じて電子には感じないものであ

る．

　Ionization　Chamberと　Triple・Coincidence　Telescope

はPieneer　Vにものせて成果があったが，これほIO・v

lOO　MeVのプロトンを測るためのものである．以上の

計測器で粒子の全域をカバーすることが可能になった．

　　　　　　　トー一・－CdS
l－　Electrostotic　AnaLyzer－一→

・　　　　　　　　　　　　　　3coincldeRt

・．　　　　　　　　　　　ientube

　　　　　　　　　F
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Ranger－1は月に向って楕円軌道で打ち出し，遠地点、

は百万粁となるようにすろ．したがoて速度は脱出速度

よりやや小である．Ranger－2は脱出速度よりやや大き

い速度を持たせるので，地球には戻らない．どちらも

1～2カ月朋デークがとれる予定であり，1961年に発

辱1した．

　搭裁する観測項iヨ，　i汁測器，　子旦当者名を第3表に示

す．

第3舞　RANGER　PROJECT，　SCIE！　TIFiC　EXPER1ME！　T　PLAN

ao°　10’　：O？　103　104　1D，　106　1D7　1e6　eV

　　　　　　　　　　　　　　第1図

　磁力計については且ux　gate型，水のproton　precess二

ionを利用するものなどは今までも用いられてきたが，

ここでは新しく開発されたルビジウム蒸気を使った磁力

計を採用することにした．これはルUジウム蒸気の微紬

スベクトルが磁気の強さによって分離する特性を使っ

て，逆に磁気を測るも’ので，現在の所もっとも感度の高

いものである．

　太陽からの軟X線の灘定法は従来のものである’。宇宙

塵の測定も在来のいくつか勾方法を試みる．

　新たに試みるものとして地球の最外部に水素の雲があ

るであろうかを調べる．モれ1．こはLyman・αのteleseope

　　　　　　　　　　　　　を使って，地球から遠ざかるにつ
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1立子については現在考えられる言澗器を使って広いエ

ネルギ範魍にわたってすべてを測ろうとするものであ

ら・エネ・・ギの低い所では新たにEl，c・，。，ta・i、　A。。lyze，

魏発して初めて試みることになった．これによればo

～b，000｛貯ポノuhのブ”｝ンと，数百ボルトの電子が

翫鳩のプラズマ輪笏、t、“もの稿る．コz

れて地球の表面をtelescopeで走

査するものである．

　第2図は以上の計測器をのせた

場合のM㏄kupを示すもので，太

陽f冠池，地球と連絡用の小パラボ

ラアンテナ，姿勢を制御する小ジ

ェットなどが見られる，技術的に

は姿勢制御を正確に行なえるか二否

かが観測に成功するかどうかを決

めるもので1われわれがJPLを

訪問したときには（2月下旬Jl　：

ちようど太陽に向って姿勢制御を

・行なう機構の調整をしていた（第

3図）．

　なお，Ranger　1号機は8月末に打ち上げたが失敗に

終わうたようである．

（2）Ranger　3，4，5号機

　これらは1962年に打ち上げ予定のもので，月に命

中させる，観測項目は第4衰，Mockupは第4図、飛し
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第5表

　’　　　EXPI1Rl．MENT」曽一一一置一一一 @　　　　’一　L－一凸一

11N・TRuMENT　AND　ME．A・UREM・NT・i

5URFACE　CHEI｛］CAL
ANALYS］S

1．X・RAY　FLUORESC£NCE
　　SPECTROMETER
I2．　NEUTRON　ACT墨VATION
　　TECHNIQUES
3．MASS　SI，ECTROMETER

4，GA3　Ci・IROMATQGRAPHY
　　｛DEl1ECTION　OF　ORGAN里C
　　MOLECUIゴES）

L　DEN51TOMETER　（7・RAY
　　SCAT丁ERING）

2．THERMAL　AND　ELECTRICAL
！　　00NDUCTIVITY　MEASUREMENTS
l3，　SOUND　SPEED　MEASUREMEblTS

i4．　V！DICQN　WITH　VARIETY　OF
i　　MAGNIFICATIONS

EX［コERIM跡eT

SURFACE　PHY51CAL
且！TALYSfS

1…TRUMENテ　AND　M・ASU・EM・NJ・s

　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　1．X－RAY　SPECTROMETER　AND
　　　　　　　　　　　l　　NEUTRON　ACTIVATION
　LOCAL　SUB．SURFACE　　　　INSTRUMENT　IN　CAVEHOLE
　PROPER【rlES　　　　　　　2．　VERTICAL　TEMPERATURE
i｛DR！LL　TO　4　OR　s　FEET，：　GRADIENT　MEASσREMENT

II　　　　　汐・欄暮齢鴨器瑠撒危M、
ti　　　　　　　　　　　　　　　　　l4，　DENS且TOMETER

i　　　　｛yrRUCTURE　　　；LTHREE・AXIS　SEISMOMETER

i・　　　i2・GRAVIMETER　　　［

il　　［
　　』PL　SurveyOr　PtojeCt　typicai　scienti丘c　experiments

軟着陸させるもので，目的は月の地質調査にある，現在

考えられている観測項目と機器の表を第5表に示す．月

の表面の地質を自動的に化学分折すること，物理定数も

測定し，テレピカメラも備えて近傍の状況をいずれも地

球に無線で報告する．さらに月の表面下4～5呪にドリ

ルで孔をあけ，そこの温度分布，物理旦などを知らせ

る，また月の構造を知るために地震計や重力計ものせる

など，今までに経験しなかった技術を応用して月の探査

を行なうもので，大いに期待されるものである．

　従来，地質学者は地球上の仕事で手一杯で，宇宙科学

には余り関心がなかった．JPL，　NASAのPRでよう

」1’く輿味を1寺ってt粥力し出したところである．

（4　）　　　コM【a】1in巴r

　これuま惑星行き宇宙機（Spacecraft｝を称し，　Mariner

Aは金星，Mariner　Bは火星ゆきである．

　金星の調i査項目は

1 Venus　Temperature（Su　rface，　Atmosphere，工on・

osphere）

Venus　Atmospheric　Composition

Venus　and　Interp］anetary　Magnetic　Field

Near　Venus　and　Interplanetary　Dust　and　Cha帽

rged　Particle　Spectrum

である．二れについて計測器をいかにすべきかを専門家

が会合して討議し，以下のようなものをのせる予定であ

る．

　まずMariner　Aは金星にぶつ1’）‘　6よりか，なるぺく

1，くを通りすぎるようにして各種の計測を行なうことに

決めた、

　［ia）金星から輻射されるマイクロ波を測る．波長は

4・8．5，13．5，19mmの411芝で，そのための受信機を

のせる．

　｛，　b　r｝紫外線は1100～420e　Aの間を分解能10Aの

　JPL　SUrveyOr　Project　typica差scientific　experiments

ものを作ってのせる．

　（C）　磁力計は惑星間の弱い磁力から金星のそばの強

い磁力まで測れるもの．その他，粒子についてはRanger

計画と同様なものなどをのせる予定である，

　以上の決定に当っては広く大学，会社，NASAの諸

機関と協議し，観測項目に落ちはないか，槻測の責任分

担春などを決めている．

　Mariner　Bは火星探査用で，1964年に打ち上げの予

定，1963年には予備飛しょうを行なう．火星に打ち当

てるか，火星の周りをまわすかを討議し，Ranger　3の

ように，本体をカプセルとパスに分け，カプセルは火星

をねらい，パスは近くを通るような方式に決めた．両者

の分離は火星から5万kmの所で行なう．

　どのような観測機器をのせるかはRangerの結果も

見て決めたい．しかしバスには各種粒子1の測定器（プ

ラズマ，宇宙線など），硅力計，宇宙塵は少くとものせ

る一

　火星にあてるカプセルには金星用と同じ紫外線分光器

を，さらに有機物の存在を調べるために赤外線分光器

（波長2～8μ）をのせる，そして火星の衷面の各所が測

れるように光学的走査が行なえるようにする．火星の雰

囲気内に水蒸気，炭酸ガス，CO，メタン等が存在する

か，温度勾配はどうかなどを調べるがこれ等は既に提案

老歩あり，決定した．

　火星の写真をバスからもカブ七ルからも撮るが，前者

の分解能は1km，後老は10・cmと予想している．また

カプセルではバクテリヤを採って顕徴鏡で見，ガスクロ

マトグラフで火星のホコリを分析する提案もある．赤外

線分光器をのせたのは，CO2の吸収から雰囲気の温度

分布が分るからでもある．

　なお，火星には雰囲気があるので，カブ七ルの着陸に

は落下傘を使うつもりであるという．

　　　　　　　　　　　　　　　（1963年5ノヨ1日受理）
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